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った放射線や放射能の単位についても解説された。 
2.1.3 放射線の利用 
加速器、原子炉、RI線源など多様な放射線源が紹介され

た。医療分野ではX線診断（CT）、PET、がん治療（陽子
線・重粒子線、BNCT）に利用される。農業分野では品種改
良、食品照射、害虫根絶、産業では非破壊検査、厚み・液
面計などに、考古学では放射性炭素年代測定に応用され、
現代文明に不可欠であると強調された。 
2.1.4 放射線の人体への影響 
吸収線量(Gy)、等価線量(Sv)、実効線量(Sv)の単位の定義

の説明があった。物理的半減期と生物学的半減期の違いが
解説され、トリチウムのβ線はエネルギーが低いことなど
が説明された。放射線は DNA に損傷を与えるが、人体に
は DNA 修復機構や細胞・臓器レベルでの防御機構が存在
する。影響は線量に依存し、胎児や子どもは放射線感受性
が高いとされる。 
2.2 実習内容 
2.2.1 中性子ラジオグラフィ 

X 線と異なる中性子の物質相互作用を利用した非破壊検
査技術である。X線が物質中の電子密度分布を見るのに対
し、中性子は軽い元素（特に水素）で大きく減衰され、重
金属は透過しやすい特性を持つ。イメージングプレート 

(IP) システムは高感度、広範囲測定、デジタル情報化が可
能である。原子炉中性子源が高強度で最適であり、航空機、
自動車、文化財など幅広い分野に応用される。 
図 1は上部の物体に中性子線、およびX線を照射した場

合のラジオグラフィを示す。透視画像に大きな差異があり、
非常に興味深い。 
2.2.2 放射線の測定 
環境中の自然放射線量や食品、人体中に含まれる放射性

物質による被ばく量について学習し、日常生活における放
射線被ばくの現状を把握した。また、幾つかの放射線測定
器で放射線の測定実習を行った。図 2に、放射線測定実習
の様子を示す。 
2.2.3 霧箱の製作と放射線の飛跡観察実習 
霧箱は、過冷却状態のアルコール蒸気中で放射線が空気

分子を電離させ、そのイオンを核としてアルコール液滴が
形成されることで、放射線の飛行機雲のような白い筋（飛
跡）を目に見える形にする装置である。 
本実習では参加者各自に霧箱キットが配布され、初めに

霧箱を製作した（図 3参照）。その後、コンクリートに含
まれるトリウムやウランから生じるラドンとその娘核種か
らのα線を観察した。図 4に霧箱による放射線の飛跡を示
す。コンクリートの囲まれた倉庫で、ダストサンプラーに
より集塵された濾紙を図の中央部に示す。濾紙の右側上部

図 1 中性子ラジオグラフィと 
X線ラジオグラフィの比較 

図 2 放射線測定実習の様子 

図 3 霧箱キットを利用した霧箱製作 

図 4 霧箱による放射線の飛跡の観察 
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1.目的 
本調査報告では、令和 7年度に近畿大学原子力研究所で

実施された「中学・高校教員のための原子炉実験・研修会」
(1)（7月 29日・30日開催）への参加を通じて得られた知見
と体験等をまとめた。 
本研修は、原子力および放射線に関する知識を深め、そ

の現場の実情を肌で感じる貴重な機会となった。報告者は
今後の本科 4、5年の講義等への展開により、学生の好奇心
を喚起することを計画している。 
 

2. 研修概要 
研修は、原子力と放射線に関する多岐にわたる専門的な

講義と実践的な実習で構成されており、合計 2日間のコー
スであった。全国から報告者を含め 16名の中学・高校教員
が参加していた。日程やその実施内容を表 1に示す。以下
では、幾つかの項目の講義内容や実験内容を示す。 
2.1 講義内容 
2.1.1 原子炉の基礎 
核燃料のウラン 235と核分裂反応によるエネルギー発生

について解説があった。原子核の質量欠損は結合エネルギ
ーに相当し、核子あたりの結合は鉄で最大となる。核分裂
連鎖反応は増倍率 k で示され、k=1 が臨界状態である。遅

発中性子が原子炉制御の鍵であり、制御棒で出力を調整す
る。熱中性子炉の原理、近大炉と発電用原子炉 (BWR/PWR) 
の比較も紹介された。 

 
2.1.2 放射線の基礎 
放射線（高速粒子・短波長の電磁波）、放射能（放射線

を出す能力）、放射性物質（放射能を持つ物質）の区別に
ついて説明があった。X 線、γ線、α線、β線、中性子線
など種類があり、それぞれ透過力が異なる。原子核の同位
体が壊変することで放射線を放出し、その減衰は半減期で
表される。ベクレル(Bq)、グレイ(Gy)、シーベルト(Sv)とい
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DXNP (Digital Transformation Network Project)  is a faculty-led research group promoting digital transformation 

through AI, IoT, and information education. In FY2024, we focused on six key initiatives, including outreach to students 
and collaboration with local industries. We plan to continue expanding our efforts and welcome new participants. 
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１．はじめに 

日本の労働人口減少という社会課題を解決するには、
コンピュータ・通信技術を基盤としたDX（Digital 
Transformation：デジタルトランスフォーメーション）
による業務効率化が不可欠である。DXとは、デジタ
ル技術を活用して業務やビジネスモデルを抜本的に変
革し、競争力を高める取り組みを指す。我々は学内で
のDX化の要請に応えるべく、教職員による研究プロ
ジェクトグループDigital Transformation Network 
Project（以下、DXNP）を結成し、活動を進めている。 

DXNPは、情報教育、IoT、AI研究に関心を持つ教
職員で構成され、主な活動として、小中学生への情報

教育、地元企業等とのDXの協力、AI・IoTの応用、本校
学生への情報・セキュリティ教育、本校業務のDX推進
など、六つの柱に取り組んでいる。本稿では、主に2024
年度の活動を報告し、2025年度の活動にも簡単に触れる。 

 

２．2024 年度の活動 

DXNP のグループの活動は１～２か月に１度のミー
ティングを行い、それぞれの状況報告や連携のための
情報交換を行っている。2024 年度は表 1 に示す通り 7
回のミーティングを行った。そして、熊本高等専門学
校研究報告 第1 号の「調査報告」で 2023 年度の活動報
告および2024年度の一部の活動報告を行った (1) 。 
以下に、2024年度のそれぞれの活動について簡単に

報告する。 

1 生産工学教育部門 
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627 

   Faculty of Engineering, 
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, Japan 866-8501 

2 情報教育セキュリティセンター 
  〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627  
   Center for Information Education and Security, 

2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, Japan 866-8501 
3 熊本高等専門学校名誉教授 
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627 
Professor Emeritus of National Institute of Technology, Kumamoto College, 
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, Japan 866-8501 

4 技術教育支援センター 
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627  
Center for Information Education and Security, 
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, Japan 866-8501 
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の白い線が、飛跡を示す。 
原子核レベルのミクロな現象を直接観察し、そのエネル

ギーが宇宙創成や超新星爆発に由来する「星のエネルギー」
であるという考察に触れることができた。 
2.2.4 原子炉の臨界実習 
近畿大学炉（UTR-KINKI）を用いた臨界実験に参加した。

UTR-KINKIは熱出力 1Wの教育研究用原子炉であり、中性
子線源の挿入は所員が人力で行なっていた。アナログ表示
の制御パネルが印象に残った。報告者も制御棒を駆動させ、
原子炉の臨界を経験できた。九州大学の大学院修士 1年の
学生として、京都大学原子炉実験所（KUCA）で参加して
以来の 2回目の経験であった。 

 
3. 参加所感や今後の授業への利用 
研修は、最先端技術に触れる貴重な機会だった。特に、

光が物質に変わる「電子対生成」や PET検査での陽電子利
用など、SF的な技術が医療で実用化されている事実に感銘
を受けた。また、中性子ラジオグラフィが加速器利用で身
近になる期待や、約 40 年ぶりの臨界実験参加も感慨深か
った。質疑応答ではエネルギー政策の多角的な視点や、放
射線治療の未来の可能性に触れ、科学と生活の密接な関わ
りを実感した。 
今回の研修で得た知見を、後期開講の熊本高専 4年「応

用物理」の授業に反映させたい。配布資料を活用し、中性
子ラジオグラフィの原理と応用、電子対生成といった放射
線の基礎、PETなど身近な医療利用、人体への影響とリス
ク・ベネフィットについて講義する。これにより、最先端
技術が生活に直結していると学生に実感させ、好奇心を喚
起し、科学を社会の中で捉える視点を育む授業を目指す。 
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